
長崎のまちづくりにつながる特定のテーマで活動する 「塾」 において、塾長を中心に皆さんの手で、行

政とも連携しながら、調査・研究・実践活動を行う塾生を募集します。 「長崎のまちをもっとよくした

い！」 「長崎のために何かやりたい！」 という熱い思いや、「こんなことをやったらいい！」 というユ

ニークな発想を持つ方が大勢います。長崎伝習所は、そのような熱意とアイディアを持つ人々や、それに

共鳴する人々が集まり、協力して活動できる場です。  

長崎伝習所 （事務局 長崎市市民協働推進室） 【E-mail】 denshusho@city.nagasaki.lg.jp  【電話】 095-829-1125   【FAX】 095-829-1233 

  

【塾の目的】 

◆東京にある長崎ゆかりの場所、長崎が生んだ人物と関わりのある東京の

名所にスポットを当ててマップ化し、“歴史・文化×情報発信”をコンセ

プトに、情報発信の中心地である渋谷から、一般的にはあまり知られてい

なかった江戸・東京における長崎の歴史・文化を発信し、東京から遠く離

れている長崎を身近に感じてもらうとともに、長崎出身の方々へは郷土愛

を呼び覚まし、今まで長崎と繋がりのなかった人たちには長崎に興味や親

しみを持ってもらい、実際に長崎を訪れるきっかけになることを目的とし

ています。 

 【活動内容】 

◆「長崎外に生まれて長崎で成長し、江戸・東京で足跡を残した歴史上の人物」に関する経歴   

 や事象、出来事、ゆかりの場所・土地を調べて情報を共有する勉強会を開催します。 

◆勉強会で学んだ場所を実際に歩き、フィールドワークをしながら「さるく化」します。 

◆それらの活動を通して知り得た歴史情報を「渋谷のラジオ」で発信し、渋谷区内の祭り・ 

 催し物では長崎体験イベントを開催、最終的には冊子・パンフレットに成果をまとめます。 

 【こんなかたを募集します】 

◆長崎の歴史や文化に関心のある渋谷区民および東京都民（年齢・性別等不問） 

◆東京で活躍する長崎出身者 や “長崎”を発信することに興味を持つ人  

◆長崎の歴史・文化を彩った歴史上の人物の子孫とその関係者（主に首都圏在住者） 

◆東京に長崎の文化を根付かせたいと思う方（年齢・性別等不問） 

 【活動計画】 

◆定例会（月1～2回）：平日夜間または土日祝日午後開催・都内中心部 

 フィールドワーク（２～３か月に１回）：土日祝日午後 等 

申込期限 令和6年４月26日（金） 

渋谷・長崎歴史文化情報発信 塾   

 塾長：倉持 基   

令和6年度 

長崎伝習所 



 

 

 

 

 

 

 １年間の活動の流れ 【※※諸事情により変更になる場合があります※※】 

【活動成果の発表・報告】 

 長崎伝習所まつり （開催日：３月下旬） 

※長崎で開催のため塾長と有志のみの参加 

広く市民の皆さんに向けて、パネル展示などで 

塾活動の成果を発表します。 

塾活動のスタートです。 

第1回塾会議を開催し、塾

長・塾生の顔合わせと活動

計画の協議を行います。 

開所  

5月下旬 

（予定） 

塾長・塾生で力を合わせて、塾

活動の成果を市民の皆さんに

向けて発表する「長崎伝習所ま

つり」や、各塾の一年間の活動

や成果をまとめた冊子「成果報

告書」の作成などに向けた準備

を進めていきます。 

塾活動 
5月～ 

令和7年3月 

塾長・塾生が連絡を取り合い

ながら、自主的に活動を進

めます。 

★塾により活動頻度や時間

は異なりますが、おおむね月

に1、2回程度の会合をもつ 

ことが多いです。 

成果発表 

準備 

＜応募先＞  

長崎市東京事務所  

【所在地】〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園1-3 市政会館7階  

【電話】03-3591-7600 【FAX】03-3591-1733  

【E-mail】tokyo@city.nagasaki.lg.jp  

 お申し込み・問い合わせ 

＼ 伝 習 所 H P ／ 

◆締め切り 

  令和6年４月26日（金）１７時 

◆お申し込み方法 （①②のいずれかで） 

 方法①  申込フォームに入力し送信 

 方法②  HPにある申込書を郵送またはFAX 

 

 

 

 

 

 

 

 

※申込多数の場合は、申込時の「申込の動機」

項目を見て、塾長が選定します。  

 お申し込みについて 

◆塾の趣旨に賛同される方でテーマに興

味を持ち、塾活動に積極的に参加してい

ただける方。 

 

◆１年間の調査・研究活動に直接関わ 

 る費用の負担はありません。 

◆ただし、活動に伴う飲食費や個人の 

 交通費、研修等に参加する際の施設 

 の入場料や図書・教材費、活動に使 

 用する機材などの負担が発生するこ 

   とがあります。 

 参加資格について 

＼方法①申込フォーム／ 
 塾生の費用負担について 


